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代表校長 堀江 未来 

 

2017 年度 立命館中学校・高等学校 公開授業研究会 

ご案内（第２次） 

 

師走の候，貴校におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

先日は第 1 次のご案内をさせて頂きましたが，今回，第 2 次のご案内をさせていただきます。 

本校が長岡京市に移転して約 3 年が経過いたしました。2015 年度は第 20 回全国私立大学附属・併設中学校・

高等学校教育研究集会（附属校サミット）の会場校として，また 2016 年度は本校で公開授業研究会を開催し，

それぞれ多くの先生方・教育関係者のみなさまにご来校いただきました。誠にありがとうございます。 

引き続き今年度も授業を中心とする教育活動の相互交流と地域の教育への貢献を目指して，以下の要領で公開

授業研究会を実施いたします。 

 

 

記 

 

名  称 ：2017 年度 立命館中学校・高等学校 公開授業研究会 

 

日  時 ：2018 年 1 月 31 日（水）13:30～16:30 

      （当日は 8:50～12:40 まで，本校 2F アトリウムにて課題研究成果発表会も実施しています。 

ご希望の方はそちらもあわせてご覧頂けます） 

 

場  所 ：立命館中学校・高等学校 http://www.ritsumei.ac.jp/fkc/ 

〒617-8577 長岡京市調子 1 丁目 1-1   

Tel 075-323-7111（代表）  Fax 075-323-7123 

 

主  催 ：立命館中学校・高等学校 

 

テ ー マ ：Creative Learners が育つ未来型思考への挑戦 

 

対  象 ：小学校教員，中学校教員，高等学校教員 ほか教育関係者 

 

参加申込方法  ：別紙申込書に必要事項をご記入の上，Fax にて事務局（総務・研修部）までお送りください。                    

 

申込み〆切 2018 年 1 月 22 日（月） 

 

  



 

内  容（予定） ：  

時間 内容 場所 

8:50～10:40 

G12（高 3）課題研究 成果発表会（口頭発表） 

2 会場に分かれて高 3 課題研究の優秀作品の成果発表

会（口頭発表）を行います。自由にご見学頂けます。 

2F 小ホール 

CE（文社）コース 

GL（国際）コース 

1F プレゼンテーションルーム 

SS（理数）コース 

自由

にご

見学

くだ

さい 
10:50～12:40 

G12（高 3）課題研究 成果発表会（ポスター発表） 

 2F センターアトリウムにて，高 3 の課題研究の全作品

（計 274 テーマ）のポスターセッションを行います。自

由にご見学いただけます。課題研究ポスターは当日午後

もそのまま展示していますので、ぜひご覧下さい。 

2F センターアトリウム 

13:00～13:25 受付 1F エントランス 

13:30～14:20 

研究授業（中学生および高校生） 

  ＜教科＞         ＜授業担当者＞    

 ① 国語科（中学）      松井 陽政 

 ② 社会科（高校・世界史）  辻 千寿子 

 ③ 数学科（中学）      小嶋 正明 

 ④ 数学科（高校）      笠巻 奈月 

 ⑤ 理科（中学・地学）    山本 圭太 

 ⑥ 理科（高校・化学）    尾崎 文祥 

⑦ 英語科（高校）      坊農涼子・ポールソト 

 ⑧ 英語科（高校）      今井 康人 

 ⑨ 芸術科（高校）      瀬 浩明 

 

＜クラス＞ 

G9（中 3）4 組 

G11（高 2）MSC 

G9（中 3）1･5 組 

G10（高 1）7 組 

G7（中 1）4 組 

G11（高 2）MSC 

G11（高 2）GLC 

G11（高 2）MSC 

G11（高 2）音楽選択 

 

＜授業場所＞ 

G9（中 3）4 組 HR 

G9（中 3）1 組 HR 

G9（中 3）2 組 HR 

G9（中 3）3 組 HR 

G9（中 3）5 組 HR 

化学実験室 

ALL 教室 

G9（中 3）6 組 HR 

器楽教室 

15:30～16:20 

記念講演 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」 

講師：溝上 慎一 氏 

京都大学教授  

高等教育研究開発推進センター  

教育アセスメント室長 

清和会記念ホール 

16:20～16:30 閉会挨拶・諸連絡 清和会記念ホール 

（注）高校の MSC（MS コース／文理受験）は，立命館大学以外の難関大学受験を目指す生徒で構成された

受験コースです。また GLC（GL コース／国際）はスーパーグローバル・ハイスクール（SGH）主対象ク

ラスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究授業 （13:30～14:20） 

① 国語科（Grade9／中 3） 会場：2階 G9(中 3)4 組 HR 担当者：松井 陽政 

2 学期に村上春樹の「沈黙」という短編を読みました。そこに出てくる「そういう連中」（人の話を無

批判に受け入れ、他人の意見に踊らされて集団で行動する連中のこと。自分たちの行動が誰かを傷つけ

ているかなど考えもせず何の責任も負わない。本当に怖いのはこういう連中だ！と本文にあります。）に

自分がならないために、私たちはどうすれば良いのでしょうか。みんなで考えていきたいと思います。 

 

② 社会科（Grade11／高 2） 会場：2階 G9(中 3)1 組 HR 担当者：辻 千寿子 

「文化」の学習の際には、パワーポイントでの作品紹介やエピソード紹介など、工夫をしているつもり

ですが、生徒たちは人名や事項を暗記するだけで終わってしまいがちです。歴史の中で「文化」が政治や

社会の動きと密接な関わりがあることを学び，文化史の重要性を認識させることを目的とした授業を行

います。 

 

③ 数学科（Grade9／中 3） 会場：2階 G9(中 3)2 組 HR 担当者：小嶋 正明 

 全中学数学の指導を終えており、中学数学の総復習および高校数学の準備を始めているところである。

本時は、三角形の内角の二等分線の性質、円と相似形の性質(円周角の定理や方べきの定理)を再確認し

ながら、三角形の内角の二等分線と辺の一般的な関係を発見させたい。さらに三角形の外角の二等分線

と辺の関係についても考えさせるきっかけにしたい。 

 

④ 数学科（Grade10／高 1） 会場：2階 G9(中 3)3 組 HR 担当者：笠巻 奈月 

ビッグデータ化が進む現代において、大量のデータを集計・分類し、分析する力が大切となってきてい

ます。2学期にデータ分析を履修済みですが、今回の授業では、より実践的なデータをグラフや図にし、

仮説を立て、検証していくことを目指します。 

 

⑤ 理科（Grade7／中 1） 会場：2階 G9(中 3)5 組 HR 担当者：山本 圭太 

立命館中学校・高校の理科では実験等を通して学ぶ学習を重視しています。実験授業では与えられた

テーマに対して、結果を分析して解釈し表現する能力と、科学的な見方や考え方を養うことが求められ

ています。地震についての授業を通じて、科学的な概念を使用して考えたり説明したりすることができ

ることを目的とした授業を行います。 

 

⑥ 理科（Grade11／高 2） 会場：2階 化学実験室 担当者：尾崎 文祥 

平衡移動についての実験を行います。有色遷移金属化合物には、溶媒に溶かしたときや温度変化によ

って平衡が移動することにより、色が変化するものがあります。温度や濃度を変化させることによって、

ルシャトリエの原理に従って平衡が移動することを確認します。 

 

⑦ 英語科（Grade11／高 2） 会場：1階 ALL 教室 担当者：坊農涼子・ポールソト 

SGH プログラムを学ぶ高校 2 年の文系クラス。これまで国連の持続可能な開発目標の 17 項目を題材

に貧困問題や教育問題などを学んできた。3 学期は NY 研修を控えているので、環境問題とサスティナビ

リティに関わる諸問題を理解し、ディスカッションを行う。 

 

⑧ 英語科（Grade11／高 2） 会場：2階 G9(中 3)6 組 HR 担当者：今井 康人 

英語のコミュニケーション活動がうまくできないためにビジネスがスムーズにいかず、危機感を感じ

ている日本社会。その要請からリスニングとスピーキングが注目され、そのスピーキングにつながるラ

イティングの指導方法に迷っている教員は多い。そこで、立命館の生徒と開発した新ライティング指導

法「ＳＳＣＣ」を実際の授業で行い、英語指導の一助となることを願っています。 



 

⑨ 芸術（音楽）科（Grade11／中 1） 会場：2階 器楽教室 担当者：瀬 浩明 

立命館中学校・高校の芸術科では芸術の基礎的・創造的な能力の伸張を目指し、芸術や創造活動への興

味・関心を持たせながら表現できる能力を育てることを重視しています。今回の授業は、メンバーと心を

合わせ、アンサンブルの力を発揮した演奏発表をする活動を展開する最終段階です。現行の指導要領で

高校 2 年の目標に明記されている「生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，

個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化についての理解を深める。」に依拠した

授業にしたいと考えています。   

 

＊各研究授業の合評会（14:30～15:20）は，それぞれの授業教室で引き続き行います。 

 

 

 

 

記念講演 （15:30～16:20）清和会記念ホールにて 

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～ 

講師：溝上 慎一（みぞかみ しんいち）  氏 

京都大学教授 高等教育研究開発推進センター 教育アセスメント室長  

 

1970 年 1 月生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教

育学部卒業、1996 年京都大学高等教育教授システム開発セ

ンター助手、2000 年講師、2003 年京都大学高等教育研究開

発推進センター准教授。2014 年より教授（現在に至る）。大

学院教育学研究科兼任。教育アセスメント室長。京都大学博

士（教育学）。 

日本青年心理学会常任理事、大学教育学会常任理事、『青

年心理学研究』編集委員、『大学教育学会誌』編集委員、

“Journal of Adolescence”Editorial Board 委員、公益財団

法人電通育英会大学生調査アドバイザー、学校法人桐蔭学

園教育顧問、中央教育審議会臨時委員、大学の外部評価・AP

委員、高校の SGH/SSH 指導委員など。日本青年心理学会

学会賞受賞。 

専門は、心理学（現代青年期、自己・アイデンティティ形成、自己の分権化）と教育実践研究（学習と成長パ

ラダイム、アクティブラーニング、学校から仕事・社会へのトランジションなど）。著書に『自己形成の心理学

－他者の森をかけ抜けて自己になる』（2008 世界思想社、単著）、『現代青年期の心理学－適応から自己形成の時

代へ－』（2010 有斐閣選書、単著）、『高校・大学から仕事へのトランジション－変容する能力・アイデンティテ

ィと教育－』（2014 ナカニシヤ出版、編著）、『活躍する組織人の探究－大学から企業へのトランジション－』

（2014 東京大学出版会、編著）、『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』（2014 東信堂、単著）

など多数。 



 

 

 

 

 

 

  

受付 

当日は昼食会場

として自由に 

ご利用頂けます 

清和会記念ホール（記念講演） 

センターアトリウム 

（課題研究ポスター展示） 

J3-1（高 2／社会研究授業） 

J3-2（中 3／数学研究授業） J3-3（高 1／数学研究授業） 

J3-5（中 1／理科研究授業） 

ALL（高 2／英語研究授業） 

J3-4（中 3／国語研究授業） 

J3-6（高 2／英語研究授業） 



■立命館中学校・高等学校へのアクセス 

 

 

 

 

 

■備考 

 ① 立命館中学校・高等学校には公共交通機関でお越し下さい。自家用車でのご来校はお断りしていますが，

やむを得ない事情で自家用車での来校を希望される場合は，上記学校代表に事前にお電話下さい。 

② 民間のコインパーキングは，阪急電車の西山天王山駅前に複数あります。台数には限りがありますが， 

必要に応じてご利用ください。 

 ③ 理科に関しては，立命館附属校理科公開授業研究会と兼ねています。 

  

 

■お問い合わせ 

 2017 年度 立命館中学校・高等学校 公開授業研究会 事務局（総務・研修部） 

       担当：久保田一暁（教頭），中村圭吾（主幹・総務研修部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立命館中学校・高等学校 

 

〒617-8577  

京都府長岡京市調子一丁目 1-1 

TEL：075(323)7111（代） 

FAX：075(323)7123 

 

■ 阪急西山天王山駅より徒歩約 6 分 

（西国街道を北東に） 

■JR 長岡京駅より徒歩約 15 分 

（西国街道を片泓交差点から南へ） 

■京阪淀駅よりバス約 12 分 

（調子バス停より、西国街道へ） 


